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   The results of therapy for male infertility are discussed in 724 patients who visited our clinic 
for 8 years since 1979 when this hospital was established. There were no statistically significant 
differences among the drug therapy groups in the efficacy rate and the pregnancy rate. These 
rates of the varicocele operation group were significantly higher than the drug therapy groups. 
   We found that, in cases with a sperm count of 1040 x l06/ml, serum luteinizing hormone LH 
<21 and serum FSH<<16, therapeutic effect could be anticipated. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 34: 1979-1988. 1988)
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Table1.不妊 主 訴患 者 の精 液 所 見
緒 言












































対 象 と 方 法


















逆行 性 射精,射 糟 障害
精路 閉 塞,欠 損 両 側
片 側
HypogonadotropicHypogonadism


































精 子 濃 度




以 上 増 加
不変
10×10°1固/mI
未 満 増 減
10×10°1固/mI
悪 化
以 上 減 少
20×106個/ml
以 上 増 加
20×106個/mI
未 満 増 減
20×10e個/ml
以 上 減 少
25×10e個
20%以上増 加
以 上 増 加
25×10e個
20%未演 増 減
未 満 増 減
25×105イ固
20%以上 減少
以 上 減 少
20×106f固
以 上 増 加
20×10e個
未 満 増 減
20×106個





















































































































































































たが,大 多 数 は原 因不 明で あ りいわ ゆ る特 発 性 とせ ざ
るを えなか った.
これ まで使用 して きた お もな薬 剤 は カ リ ク レイ ン,
サー ク レチ ンF,カ ル ナ ク リン,メ チ コバ ール,ユ ベ
ラ,チRナ ミン,八 味 地 黄 丸,補 中 益気 湯,ク ロ ミ ノ
ド,HCG・HMGな どであ る.こ の うち 例数 の多 い
カ リクレイ ン,カ ル ナ ク リン,メ チ コバ ール,ク ロ ミ
ッ ド,HCG・HMGの 各薬 剤 の治 療 成績 お よび 精 索
静脈瘤に 対す る 内精 静 脈高 位 結紮 術 の治 療成 績 に つ き
検討す る.
治療 効果 判定 基 準 をTable3に 示 す.わ れ わ れ は
西村1)・飯 塚 ・中 村 ら2)の用 い た方 法 を若 干改 変 しさ
らに奇 形率 も加 味 した方 法 を試 み て い る.
また1987年夏,全 症例 に ア ンケ ー ト方 式 に て予 後 調




1)精 子 濃 度=特 に 使 用 例 数 の 多 か っ た 薬 剤4種
の使 用 群 と精 索 静 脈 瘤 内精 静 脈 高 位 結 紮 術 群(以 下
Vope群)に つ いて 治療 前 後 の精 子濃 度 の変化 をFig・
1に 示 す.Kl20はKallikrein120KE投与群 ,K
300は同300KE投 与 群,M1500はMethycobal
1500γ投 与 群,C25はPaulsonandWacksmann3)
の投 与 法 に よるClomid25mg投 与 群 で あ る.各 グ
ラフ破 線 よ り上方 のdotが 有効症 例 と 判 定 さ れ る.
K120,K300,Ml500の非 内分 泌 療 法3群 は いず れ も
前 後 の変 化 が 少 ない の に 対 しG25,Vope群 は 改善
傾 向 が見 られ た 。
2)総 運 動 精子 数:同 様 に総 運 動精 子 数 の 変化 を
Fig.2に示す.こ こではK120及 びVope群 の改
善 が 目立 った.C25は 有 効範 囲 まで 上 昇 して い ない












































































































































































































































































































































































































治 療 法 数
精子濃度 精子運動率 総運動精子数 総正常精子数
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Table5.精子 濃 度 と妊 娠 率
薬 物 治 療 群 Varicocele手術 鮮 非 治 療 鮮

















































































翼 翼 κ㍑o翼 ⑭
x◎ ⑭ 麗期 翼




























0 ,0 14 20 30 FSH
mlUhnl





















































0 10 15 zo 30FSH
mlUAnl
Fig.5b.LH・FSH値 と総運 動 精 子数 改 善 の関 係
意 な差を 生 じた 点 を求 め た.Fig.5a～cにそ れ ぞ れ
示 したが精 子 濃 度(Fig.5a)にお いて は.LH〈20
で38.7%,LH≧20で19.4%の有 効 率,FSH<14で
37.9%,FSH>14で15.4%の有 効 率 とな りLH〈20,
FSH<14で有 意 に高 い 有 効 率が 得 られ た.言 い か え
ればLH益20お よびFSH溢14の 範 囲 に あれ ば プ ラ
セポ投与 と大差 な く薬 剤 投 与 の価 値 に 乏 しい と考 え て
良い も の と思 わ れ た.総 運 動 精 子 数(Fig.5b),
総 正常精 子数(Fig.5c)につ い て も 同様 の線 引を 行
い総 運動精 子 数 で はLH<20・FSH〈15で,総 正 常 精
子数 ではLH<21・FSH<16で 有 意 に 高 い 有効 率 を
得た.以 上 を ま とめ てLH<21・FSH<16を 治 療 効
果期待 可能 範 囲 と設 定 した.
8)LH・FSHと 妊娠 率=前 項 の結 果 よ りLH21,
FSH16の内外 と妊 娠 率 に つ い て非 治 療 群 も含め 検 討
した(Table6).LH<21andFSH<16の 場 合 治
療群 では24.4%の妊 娠 を 見た の に対 し,非 治 療 群 で は
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Fig.5c.LH=FSH値 と総 正 常精 子 数 改善 の関 係
Table6.血中LH・FSHと 妊 娠 率
治 療 群 非 治 療 群
症例数 妊娠数 妊娠率%症 例数 妊娠数 妊娠率%
LHく21andFSH〈16 135 33 24.4零204 32 15.7準
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